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る腫瘍であり、従来の MR 画像では類似した所見を示す場合がある。しかしこの 2
腫瘍は治療方針が大いに異なるため、術前の鑑別が重要である。 
灌流強調画像から算出される cerebral blood volume（CBV）、拡散強調画像から
算出される apparent diffusion coefficient（ADC）、FDG-PET から算出される
standardized uptake value（SUV）により上記腫瘍の鑑別が可能との報告がある。
さらに灌流強調画像の最近の研究では、通常使用される造影剤漏出補正 CBVよりも
非補正 CBV がこれらの腫瘍の鑑別に有用と報告された。しかし非補正 CBV と
ADC・SUV を対比した研究はこれまで報告されていない。そこで本研究では上記 3
計測値による PCNSLと膠芽腫の鑑別能を比較評価した。 
当院で 2010年 12月から 2014年 6月の間に PCNSLあるいは膠芽腫と組織学的に
診断された症例のうち、免疫能が正常で灌流強調画像・拡散強調画像・FDG-PETが
撮像されている症例を後方視的に検討した。解析対象は PCNSL患者 11例と膠芽腫
患者 23例であった。単純・造影 T1強調画像と非補正 CBV画像と ADC画像、SUV
画像に対し T2 強調画像を基準に位置合わせを行った。関心領域は単純・造影 T1 強
調画像の差分画像で描出される造影病変をHuangの 2値化法を用いて半自動的に選
択し、最も面積の大きい単一スライスを以降の評価に用いた。この関心領域の非補正
CBV平均値を対側正常白質の CBV平均値で割り、非補正 CBV ratio（CBVR）を算




の差異を Mann-Whitney 検定で評価した。これらの計測値の鑑別能は ROC 解析で
評価した。さらに SUVmaxでは全腫瘍スライス（全関心領域）での評価も追加した。 
PCNSLでは膠芽腫に比し、非補正 CBVR（1.57±0.56 vs. 4.99±2.89, P=.0001）
と ADC5%（0.56±0.08×10-3mm2/s vs. 0.77±0.15×10-3mm2/s, P=.0003）が低く、






非補正 CBVRの鑑別能が SUVmaxのそれと匹敵するものになったと考えられる。 
本研究は灌流強調画像におけるPCNSLと膠芽腫の鑑別能をFDG-PETと比較した











常白質の CBV平均値で除し、非補正 CBV比（CBVR）を求めた。累積 ADCヒスト
グラムを作成し、ROC 解析上最も AUC が大きい 5 パーセンタイルを用いた
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